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時短のための帰納推論

Machine Induction for Time Management

in a Japanese Business

0はじめに

第 1図は,これからの日本産業を取 り巻 く環境

の概要図であるが,この図の読み方は

･21世紀に向けて,新 しい理念形成を外圧内圧に

よって好むと好まざるとに関わらず促される

･ものを造るだけでなく環境破壊しない意識,態

度,能力,負荷が求められる

･したがって造る集団から自前の思考を考え出す

集団への脱却が求められる

を基軸にして基本的な環境要因との概略の関係を

図化したものである｡

この図は,筆者が'90年11月28日に書いたもので

あるが,その後の基調変化はほぼこの図のように

推移しているが,さらにもっとも強圧事項として

加えられたのが時短である｡

この時短に対応するために, 日本の企業各社は

それぞれの企業経営構想を掲げた,そしてこの取

り組みの要は,労使の思考革新であり,この課題

解決に向けての深耕作業を進めることである｡

このような事情を図にしたものが,第2図であ

る｡この図の特徴は,欠点のあることを承知で機

械推論,特に帰納的推論の活用による企画業務等

の効率化,新業務の発見への手がかり等の業務革

新への指針を考えることにある｡

これらの分野は,機械的処理の実現できない難

問とされてきたし,今でも最錐問であることに違

いはない｡そして,機械推論(MachineInduction)

を使った方法は無価値だとして問題にしない専門

家群 と筆者のように,帰納推論は最も重要な知識

化の支援ツールとする楽観派がいる｡本稿は,莱

観派の企画業務等の変革アプローチである｡

他の社会契約ルール等についても,出来る限り

関係の組み替え等を当事者間で円滑に行い,加え

て高加価値経営を実現する挑戟課題に, 日本産業
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界は,意識を集中するようになったと見る｡

上のような日本企業を取り巻 く環境の下で,避

けてとおれない企業の情報化技術についての見直

し,点検及び分析を試みる｡

1 共同体再構築圧力

日本企業の行動体質は,過当競争を生き抜くた

めに,各種製造業を中心に

① 大量生産を基軸に低価格を実現

② 生産力に比して国内市場は小さく輸出依存

③ 資本調達の主軸は株の持ち合い-

④ 利益志向より相互依存型売上増強提携関係

⑤ 銀行借り入れ大利払い大

⑥ 株持ち合先からの仕入依存率大

(診 多角化事業等によるポスト増産

⑧ 中間管理職への稚問題解決庄力増大

(9 労働人口激減に伴う長時間労働の常態化

⑲ 馳職者激増,現場組織の連携弱体化

等が, 日本企業人の共通意識となった｡

一方,国内外から,日本企業に対して,

(丑 自然環境保全への取り組

(参 社会貢献プログラムの公開

(診 欧米企業との共生経営の実現

等も重大な直撃要因となり,違反はジャパンバッ

シング,不買運動,時短の実現をせよと警告は続

き日本社会は企業の発展なくして有力な国家とし

て存続しえないので,上に掲げた直撃要因を克服

するために全力をあげなければならない｡

特に,時短は日本人の思考,行動様式 を転換し
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図- 1 21世紀に向けての日本産業の基本構造
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山本尚志 時短のための帰納推論

図 2 時短へのルール構造アプローチ
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なければ実現できない課題である｡

日本人の思考,行動様式転換の重点は,企業と

個人の関係の組み替えを再構築することにある｡

そこで,平均労働時間,年間1800時間を制約条

件として,取引ルール,手続きルール,その他の

社会契約ルール等についても,出来る限り関係の

組み替え等を当事者間で円滑に行い,加えて高加

価値経営を実現する挑戦課題に, 日本産業界は,

意識を集中するようになったと見る｡

このような課題解決に貢献する情報化技術とし

て,機械推論,それも帰納的推論を活用を試みる

ことにしたい｡

2 新共同体コンセプト

上に整理した直撃事項-の日本企業対応コンセ

プ トには,概略

① 高付加価値商品生産-重点シフト

② カルテル抜きのネットワーク経営の強化

③ 環境破壊抑止型事業開発へ参画強化

① 高利益化高配当,資本の自主調達力強化

⑤ 疲労困倍の中間管理職等新体質形成支援

⑥ 事業連関強化分析等の新管理技術開発運用

等の強化内容が盛 り込まれることになろう｡

そして上記強化対策事項の実現は,今や国家目

標となった平均労働時間1800時間の達成という制

約条件の下に実現しなければならない｡

さらに売上至上主義の時代に大活躍し,成果を

上げる中で,身につけたアディクション (ある習

慣への健康的でない執着,硬直思考,残業当前等

前例主義,追従方等のマンネリ行動)を持つメン

バーを脱却させるための能力を企業を,経営者は

用意しなければ時短は実現しないであろう｡

なぜなら欧米人に比べて,自主的な思考,自律

的行動に劣る日本人に体質転換を可能にするには

日常の企業行動の中に,従来以上の自主的思考訓

練と成果を競う場の設営,評価観を組み込む新共

同体機能を設計,推進する必要性があろう｡

そしてメンバーも,以下の事項を実現しなけれ

ば,21世紀時代の活力は得られない｡

環境変化の節目に,望ましい姿を聞直し,そこ

に接近する問題形成し,問題解決を図ってきた日

本企業の活力は,体質転換に根ざしていたことを

評価し,これからは,以下に掲げる体質をメンバ

ーが自ら,形成,強化するべきと,改めて認知す

ることが肝要であろう｡

･ 社会変革への自律的参画能力

･ 働 き方の変革への積極的支援

･ 暮らし方の改革立案及び実現

･ 遊び方の革新と創造力-の理解及び評価

･ 自律的体力増強プログラム開発 ･実施

･ 考え方革新の場の実現及継続

3 時短に伴う体質転換のための情報化技術

情報は芸術家であれ,作家であれ, トyプ経営

者であれ,各界各層の人各々の抱 く思いに,その

源泉をもつ｡

画家は描き切 りたいイメージから画題を決め,

線を引く画術,色づ くりの画術を使って,当初に

深 く想いいたしたイメージは "思いの丈"であり,

画かれた絵はデータである｡

トノブ経営者の立案する事業構想,経営構想そ

れぞれに "思いの丈"が宿され,必要に応じて遂

行される市場調査,計画立案,投資問題検討,組

織化検討,生産一販売一物流一回収,成果点検見

直等の事業化行為を通じて,その "思いの丈"は

事業となる｡事業とは,思いを事実にするもので

あると考えるからである｡

そして,成果はデータである｡市場調査から成

果点検見直に至る事業実現過程は,"思いの丈"を

事実にする変換装置である｡そこで情報化とは

1.情報化対象の設定

2.情報化主体の思いがあり

3.思いをイメージ化する技術の活用

4.イメージをデータ化する変換装置の組込

5.獲得したデータによる社会貢献等の把握か

らなる遂行過程である｡

さらに,上の情報化遂行過程から,基本的で重

要な二つのことが把握される｡

一つは,データ化される前と,後では科学技術

の恩恵を受ける比重に大差があることが分かる｡

データ化される前の分野の新技術化は,これか

らの日本人の思考体質,行動体質に影響する人工

知能技術であり,秘術に属すると言われてきた｡
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他の一つは1.から5.に至る行間を埋め橋渡

しをするものが情報化技術だということである｡

上の秘術に属する部分を人工知能によって支援

し,生産性を上げにくい中間管理職の提案作業,

新手続き策定作業,在来ルールの見直,点検,改

善作業に活用し,経営力を増強し,コミュニケー

ションギャップを埋め,部下指導に鋭さと親身な

態度で実行し,各種経営評価力を上げることに貢

献すると考えられる人工知能の一つエキスパー ト

システムの検討に入ることにする｡

4 時短とエキスパー トシステム

時短に貢献する情報化技術を検討する前に,ま

ず,従来の情報化技術の発展概要を点検する｡そ

れも電子計算機ソフトに限定し,OSやユティリ

ティ等の基本ソフト以外の応用ソフトの発展概要

について大まかに点検し,整理してお く｡

① 業務ソフト括乾期

企業の業務処理に関してマシン語,アセンブラ

語で書いた業務処理応用ソフト開発についてのコ

ーディングに手間の掛かる非効率の時代である｡

② FORTRAN,COBOL等高級言語活用時代

FORTRANの出現により四則演算は手計算方

式に近 くなり,反復処理などのプログラミングの

手間が省けるようになり,COBOLの出現はソフ

ト開発電算機,業務処理電算機等明記,システム

環境の明記,データのレベル構造記述をイメージ

どおりに,規定する部分及びデータ処理手続部分

の明記のような構造化は事務系の業務処理ソフト

の開発に,かなりの効率化を実現した｡

その一方で,開発済み事務系業務処理ソフトの

蓄積は膨大になる一途を辿り,他方で企業の活動

環境変化は急変し,開発済みソフトのメンテナン

スだけでも膨大な業務量となりソフトウェアクラ

イシス時代の到来でもある｡

③ データベース分離活用時代

成長経済時代の企業経営は,時系列データの変

化が重視された｡なんとなれば,次年度の成長率

の予測や伸び率に鈍化する気配の有無等の分析は

当時の経営管理の推進に不可欠であった｡

しかし,成長時代は終わり,造ったら造っただ

け売れた時代は終了｡然るに大量生産体制はその

まま継承せざるをえない,大量生産システムを短

160

期間に統廃合できず,資本回収も未完である｡そ

こで "売る行為"の転換,従来の販促方式によら

ず,ライバルを引き匪し,シェア-を高める戦略

情報を重視しする時代の到来である｡

戦略情報処理の重点は各社の製品群を "金のな

る木","花形",ー金喰いむし",ー負け犬"の4群

に分け,それに応じて市場を細分化する,そして

･花形製品群の少なくとも1つを金のなる木へ

･金喰いむし製品群の 1つを金のなる木へ

･金喰いむし製品群の 1つを花形へ

･負け犬群の生産一販売の継続の論理形成

･負け犬群の中から撤退する製品の優先順位決定

等を,例えば細分化した市場の欲求の強さの関係

から戟略目標の設定,戦略計画立案一一推進方式が

重視される経営環境になった｡この時代の主軸情

報技術がデータベース管理方式である｡

プログラムからデータ構築,管理を分駈して,

蓄積 したい各種データを関係データベースシステ

ムで入力,管理するようになった｡

戦略経営時代における,情報処理現場の特徴は

市場細分化が進み扱うデータベースが増える｡

相互関係を複雑に絡ませて市場特性を分析する

必要や,取引の発生情報の入力による回収の迅速

化が実現されなければ,戦略の完遂はできない｡

一方プログラムの方は,構造化プログラミング

方式が確立されたが,この方式の中心はプログラ

ムの分割管理方式の指針を教示する域に留まり計

算処理手順は,従来と同様に詳細に記述するので

膨大な手間を要する70ログラミング作業は不変で

あり,どのサブルーチンを見ても,その処理内容

は,理解しにくく,問題の累積は続いている｡

④ 知識ベースシステム活用時代

知識ベースの導入は,上記プログラムの問題で

ある各プログラムセグメントの処理内容が専門家

にさえ,一目瞭然でない難点を克服するにある｡

知識ベースでは,在来プログラムに分散的に埋

め込まれている知識を,知識ベースに一塊で,明

示的に蓄えることになる｡

業務上のルール等は,読み書きしやす くなり,

知識ベーシステムには,二つの基本的コンポーネ

ントは,知識ベースと推論エンジンである｡

知識ベースの役割は,業務の流れを表す事実を

データ項目として定義 し,専門家のもつ知識 (断
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片的知識でも可)をプロダクションルールと言わ

れる,if-then型ルールで表現する｡

推論エンジンは,知識ベースに組み込まれたル

ールを実行し,次の実行ルールを設定する｡

そこで時短に役立つことを配慮して,プロダク

ションルールの動作を,その基本に立ち帰って,

見直し,点検することにする｡

⑤ プロダクションルールの動き

知識ベースと推論エンジンからなるシステムの

動きを基本的な事例で点検することにしよう｡

プロダクションルールには,前向き推論と後ろ

向き推論の2種類がある｡

a.前向き推論

前向き推論の基本となるルールは

もし [前提部] が成立するならば

[結論部] も成立する

と表現することを基本とする｡

前向き推論の動きを基本事例で見ておこう

事実

･ カー ドを持っている

･ デー トは終わりである

･ 相手とは益々親密になった

･ 夜の12時前である

Rulel もし しゃれた店に入る

and カー ドを持っている

ならば 彼女はグルメが食べられる

Rule2 もし デー トの終わりである

and しゃれた店があいている

ならば しゃれた店に入る

Rule3 もし 夜の12時前である

ならば しゃれた店があいている

問題は,上のルールと事実を用いて ｢彼女はグ

ルメが食べられるか｣である｡

前向き推論は以下のような手順で運用される｡

･初期状態のルールと事実の照合

ルールの前提部が事実にあるものを見つける,

Rulel,Rule2の前提部は事実の中にないが,

Rule3の前提部の[夜の12時前である｣は,事実

にあるのでRule3の結論部 ｢しゃれた店があい

ている]は事実になり,事実に組み入れられる｡

追加された事実

･ カー ドを持っている

･ デー トは終わりである

･ 相手とは益々親密になった

･ 夜の12時前である

･ しゃれた店があいている

そして,次に実行すべきルールの検索に移る

･次のルールの発火 (Fire)

Rule2に着目する,二つの前提部は事実ベース

にあり適用される,すなはち発火する｡

そこで,RuZe2の結論部が事実ベースに組入れ

られ [しゃれた店に入る]は事実となる｡

(追加された事実ベース掲載省略)

･3番目のルールの発火 (Fire)

すると,Rulelが発火可能となる,

Rulelの二つの [前提部]である,｢しゃれた店

にはいる｣と ｢カー ドを持っている｣は共に事

実であるからである｡

そこでRulelが成立するので,結論部の ｢彼女

はグルメが食べられる｣は事実となる｡

以上のように,｢彼女はグルメが食べられるか｣と

いう命題は真であると結論づけられる｡

ただし,このためには発火可能なルールがなく

なれば終了する処理が必要になる｡

前向き推論の基本的な動きは,

ルールと事実を照合して発火可能なルールを

見つけだす

･ 発火可能なルールを実行して事実の集まりに

追加変更を加える

ルールを発火する度に,発火したルールを休

眠状態にする

等の処理技術によって保証される｡

さらに,競合解消に触れておこう｡

上の事例では事実集合の ｢相手とは益々親密に

なった｣は,使われていない事実である｡

このプロダクションシステムでは,事実が余る

ことになっている｡

そこで,次のルールを追加して,事実をすべて

使えるようにしよう

Rule4 もし デー トが終わりである

かつ 相手とは益々親密になった

ならば 次の土曜日に遠出をする

するとRule3とRule4が同時に発火可能にな

ることが見てとれる｡複数のルールが発火可能に

なることを競合するといい, 1サイクル1ルール
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の発火を原則とするのが,前向き推論の特徴であ

るから,なんらかの方法で優先順位を設定するこ

とで競合解消を図る｡例えば,先に出現するRule3

を優先すれば結論は,同じになる｡

ち.後ろ向き推論

後ろ向き推論の基本となるルールは

[結論部] が成立するためには

[前提部] が成立することである

と読み換えることを基本とする｡

後ろ向き推論の動きを基本事例で見ておくと

事実

･ カー ドを持っている

･ デー トは終わりである

･ 相手とは益々親密になった

･ 夜の12時前である

Rulel もし しゃれた店に入る

and カー ドを持っている

ならば 彼女はグルメが食べられる

Rule2 もし デー トの終わりである

and しゃれた店があいている

ならば しゃれた店に入る

Rule3 もし 12時前である

ならば しゃれた店があいている

において

① 最初のゴール設定

後ろ向き推論の動きは,利用者が質問すること

によって推論が開始される｡

｢彼女はグルメが食べられるか｣

が最初の質問,これを後ろ向き推論では,最初の

ゴールという｡

最初のゴールが与えられると,後ろ向き推論エ

ンジンは,このゴールの真偽を判定し始め,すべ

てルールの結論部と事実を検査し,ゴールとマッ

チするものを探索し,発火させる｡

このゴールは,Rulelとマッチングす るので

"真"ということになる｡

(参 ルールの発火

Rulelが発火すると,その二つの前提部の"しゃ

れた店に入る"と "カー ドを持っている"が成立

するかどうか次の問題となる｡

推論エンジンは,初めの前提条件 "しゃれた店に

入る"から,成立するかどうか探索することにし

て,ーヵ- ドはあるか"を暫く棚上げとする｡
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つまりは,次のゴールが "しゃれた店に入る"

となるが,これは事実にないので,次のルールの

探索に向かうことになる｡

すなはち,Rule2,Rule3を審査しに行 くことに

なる,Rule2は結論部が,"しゃれた店に入る"な

ので発火する,念のためRule3は発火しない｡

Rule2の前提部は,"デー トの終わりであるー及

び "しゃれた店に入る"なので,新ゴールは "チ

ー トの終わりである"となる｡これは事実なので,

Rule2の前提部の一つは真である｡

他の前提部 "しゃれた店があいている"は,辛

矢ではないので,推論エンジンはRule3を見に生

き,Rule3は,"しゃれた店があいている"が結論

部なので発火し,その前提部の "夜の12時前であ

る"が,新しいゴールとなる｡

以上,後ろ向きの推論のゴールの審議問題は,

ルールの前提部にマッチングする事実の有無

に換言して判断する

ということができる｡

(診 上流への確認処理

以上,下流方向の探索を終え,上流方向-の確

認処理へ転換する｡Rule3の前提の"夜の12時前で

あるーが,真であることにより,結論 "しゃれた

店があいている"も真 となる｡

Rule2に戻 り,前提の一つ"デー トは終わりであ

る"は,事実であるから真,他の前提 "しゃれた

店があいている"が真と決定する,結論の "しゃ

れた店に入る"も真と決定することができること

になった｡

Rule2の結論"しゃれた店にはいる"が真になっ

たので,Rulelの前提一つが真となり,他の一つの

前提 "カー ドを持っている"は事実,したがって

真であるから,結論も真となる｡

すなはち,｢彼女はグルメが食べられる｣は真で

あると推論される｡

さて,後ろ向き推論の競合解消についても点検

しておくことにする｡前向き推論と同様に,Rule4

を導入することにする,この結論 "土曜 日には遠

出をする"が,推論の過程でゴールとして登場し

ない限りRule4は発火しない,｢彼女はグルメが

食べられるか｣と言う命題がゴールとして与えら

れるとき,Ruleほうは推論過程に関与せず,｢彼女

はグルメを食べられる｣という結論は不変である｡
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C. プロダクションシステム設計のための物語

先にみた前向き推論,後ろ向き推論を設計する

とき先行して策定されるべきものは物語である｡

この物語から,事実やルールを抽出するのであ

る｡先のプロダクションシステムの源泉になった

物語は,

｢今,夜の12時前である,楽しいデー トは終わ

りであるO彼女はグルメを食べたがっている｡

まだ夜の12時前なのでしゃれた店はあいてい

る｡現金の持ち合わせは,少なくなったが,

カー ドがあるので,しゃれた店に入ることに

するので,彼女はグルメを食べることができ

る｡｣

であるとしよう｡

ここで,結論を出したい問題は,何かと自問自

答してみると

デー トは終わり- >彼女はグルメが食べられる

デー トは終わり : d

彼女はグルメが食べられる : g

として,上の物語に,この記号で書き入れると,

｢今,夜の12時前である,楽しい d で

ある｡ g たがっている｡ま

だ夜の12時前なのでしゃれた店はあいている｡

現金の持ち合わせは,少なくなったが,カー

ドがあるので, しゃれた店に入ることにする

ので, g ことができる｡｣
さらに,記号を以下のように追加する

夜の12時前である : t

しゃれた店に入る : S

しゃれた店があいている : o

カー ドを持っている : C

これらの記号によって,上の物語を書き換えると

｢今, t ,楽しい d で

ある｡ g たがっている｡ま

だ t ので O ｡現金の

持ち合わせは,少なくなったが, C の

で, S ことにす るので,

g ことができる｡｣

次に,記号を用いて,形式論風に整理すると,

命題 : g が成立するか

前提条件 : C,d, t

ルールは

Rulel if s and c

then g

Rule2 if d and o

then s

Rule2 if t

then o

となる｡

文書化,記号化に前向き推論せよ,後ろ向き推

論の設計の鍵があることを理解されたい｡

Rule4を追加するとき,物語は

｢デー トは終わり,益々親密になったので,忠

い切って,次の土曜日に遠出を申し出たら,

気持ち良く受け入れてくれた｡｣

を追加したものと考えることができる｡

d.時短の知識構造

企業経営における業務を見ると,組織単位を越

えて,業務処理の流れに類似性を観察できる｡こ

のことから,知識モデルの構築の接近方法は,以

下のように整理可能と考えられている｡

後に事例による検討をするが,業務の遂行には

関連する各種の知識を組み合わせたり,順序を考

えたりする必要が,絶えず発生するが,注意して

見ると,項目は異なるが,業務処理の流れには,

類似のものが含まれていたり,類似の考え方によ

りルール化が可能である｡

このルール化のための基本思考として,属性と

属性値,属性とその値を前提条件とした結果,及

びそれに関連する事実集合は,業務のルール化に

重要な視点を提供する｡

表2を見られたい,この1行目以下のように,

読むものとする

もし 属性 1 相手美人 属性値 1 yes

& 属性 2 カー ド 属性値 2 ある

& 属性 3 しゃれ店 属性値 3 あいてる

& 属性 4 親密度 属性値 4 深まる

ならば 結果値 1 最高幸せ

読み下し文にすると

"相手が美人であり,カー ドをもっており,

しゃれた店があいていて,新密度が深まる

ならば 最高に幸せである"

である｡

表 1-2のような事実があったことを物語るも

のであり,表 1- 1には,表 1-2の事実ルール

ベースの作成に関連する属性,属性の値,結果項
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表 1- 1

XpertRule
l

槻驚 化

山本尚志 時短のための帰納推論

課 題 名 デ ー ト 属 性 の 数 : 5
2 3 4 5

デ ー ト終 カ ー ド 時 刻 し ゃ れ J占 結 果

1 な っ た 終 わ り あ る
2 ま だ ま だ な い
3

12時 的 入 る 食 べ る
12時 後 入 ら な い 食 べ な い

F2でWhy-textの 表 示ON/OFF
Text Why-text Print

判 断 例 の 数 : 6
5

し ゃ れ 店 結 果

く

↑し

1
2

3
4
5
6
7
8
9

0
1

2
3
4
5
6
7

W
㍗

l
1
1

1
1
1
1
1

e
0

N
S

る
る
る
い

あ
あ
あ
な

●
暮

り
n
ノ
nソ
hリ

わ
わ
わ
わ
だ

終
結
的
終
ま

.

た
た
た
た
た

つ
つ
つ
つ
つ
だ

な
な
な
な
な
ま

I2時 前 入 る 食 べ る
12時 前 入 ら な い 食 べ な い
I2時 後 入 ら な い 食 べ な い

食 べ な い
食 べ な い
食 べ な い

Flo-ヘ ル プ 表 示 ESC-メニ ュー 表 示 〉

Change Delete
Print Import

目を記入したものである｡

表 1-3は表 1-1と1-2に基づ き,知識ル

ールベース作成支援ソフ ト

ⅩpertRuleProtoTyperにより,作成された

知識構造である｡

作成する手順は

a.表 1- 1がワープロ感覚で記入され

b.表 1-2が,表 1-1の基に作成され

C.表 1-3は,自動作成される

これらを基に,帰納推論が出来る｡

(詳細は文献 リス ト 参照)

Mark

Export

expand

164

1

2
3

4̀

5

6
7

8

9

0

1
2

3

4
5

6

7

1

1
1

-

1

1
1

1

1

e.断片的知識活用 と信頼

我々が,業務を遂行する際に,その都度イメー

ジされる知識は,知識全体であることは少ない｡

表 1- 1,表 1-2に記入したように,属性,

属性値,結果の断片的知識を把握 して,事実の整

理をし,上記知識ルール獲得支援ソフ トを活用し

て表 1-3のように自動的に整理体系化され

ルールの成立関係の全体像が把握でき

ルールの十分性が点検でき

ルールの整合性が分析でき

ルールの追加,棄却が容易にでき
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eu

3

R

I

I

1

e

表

xP
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(F'R雌 rJ デ ー ト ル ー ル サ イ ズ 9 ノ ー ド

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

ベ氏だ
ま

し

(1.1.00)
(2,1.00)

ll
12
13
14
15
16
17
18
19

■ く FIO-ヘ ル プ 表 示 ESC-メ ニ ュー 表 示 〉 くF9-ル ー ル の プ ロ フ ィー ル 〉
Induce Print export import eDit Verify p択une

表 1-4

f=1つ ､ る
る
あ

る

あ
で
る
あ

で

あ

で

n
ノ

た
わ

で
る

つ
終

る
入

な
ま

ぁ
ま

は

約

は
店

化
ト
ド
れ

讃

I
l
や

柑
デ
カ

し

従 っ て 結 果 は 食 べ る

こと等に加えて,

･ 自然言語感覚のルール獲得ソフ トになじみ

ルールの改善のための思案をスピー ド編成し

･ 試案ルールの模擬実験による調整をして

･ 懸案事項のルール化 とその成果を実証し

表 2-1

Xpert.Rule 認 諾 名 デ ー ト 2

1 2 3
相 手 特 徴 話 縄 密 度 食 事

ー
…

=

-
.
-

"

.

.

.
-
.
.
≡

.
1

上司等の意思決定を迅速化 させる

等の利点により,オフィスワー クにおける判断業

務の改善,今後多発すると予測される手続き業務

の新設計,再設計に有効 となる｡このことは,人

の頭脳活動は,残念ながら小頭であると見破った

属 性 の 放 : 5
5

次 回 約 束 結 果

結 果 : 5
7

1 美 人
2 聡 明
3 愛 敬
4 気 立 よ し
5

合 う 深 ま る
合 わ な い 脈 な し

調 子 合 せ 進 展 な し

し た し た
し な い し な い

6
7

8
9

10
ll
12
13
14
15
16
17

くFIO-ヘ ル プ 表 示 ESC-メ ニ ュ ー 表 示 〉
New Change Delete Value
d工ctionary 【On 】
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最 高 幸 せ
軽 い 交 際
良 い 予 感
別 れ 予 感
別 れ 決 意

F2でWhy-textの 表 示ON/OFF
Text Why-text Print

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
d
.
5
PU
7

1
1
1
1
1
1
1
1
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課 題 名 デ ー ト 2 判 断 例 の 印 刷

柑 下 特 徴 詣 親 密 度 食 事 次 Bl約 束 結 果

せ
思
惑
怒
際
懲
隙
恵
感
際
意
際
意
意
際
恵
意
意
感
恵
降
懸
意
感
悪
意

幸
子
予
子
交
予
交
決
予
交
決
交
決
決
交
決
決
決
予
決
交
予
決
予
決
決

高
い
い
れ
い
い
い
れ
い
い
れ
い
れ
れ
い
れ
わ
れ
い
.れ
い
い
れ
れ
れ
れ

最
良
良
別
軽
良
軽
別
良
軽
別
軽
別
別
軽
別
別
別
良
別
軽
良
別
別
別
別

.ヽ
＼
.ヽ
＼
＼
＼
ヽ

＼
＼
＼
＼

_V

..V.V

Lv
.1し
_V..VL
Lv

_V■VLv_V

た

な

た

た
た
た

な

な

た

た

な

た

な

な

た

な

な

な

た

な

た

た

な

な

な

な

し
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

＼
lヽ

＼

l
＼
-ヽ＼
■ヽヽ
■
ヽ
.ヽ＼

＼

Lv
-V

LV

Lv
■VLv.>
し
..∨
一V
-VIV

Lv

た

な

た

な

た

た
た

な

た

た

な

た
な

な

な

た

な

な

た

な

た

な

な

た

た
な

し
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

る
る

な

し

し

な

な

し

る

な

し

な

し

し
る

な

し

し

な

し

る

な

し

な

し

し

ま
ま
展
な
な
辰
馬
な
ま
展
な
展
な
な
ま
辰
な
な
屑
な
ま
吊
な
展
な
な

深
深
進
脈
脈
進
進
脈
探
進
脈
進
脈
脈
深
進
脈
脈
進
脈
探
進
脈
進
脈
脈

せ
せ
せ
い

せ
せ
い

い
せ
せ

せ
せ
い

合
合
合
な

合
合
な

な
合
合

合
合
な

う
う
う
う
子
子
子
わ
う
う
う
子
子
わ
う
う
う
わ
子
子
う
う
う
子
子
わ

合
合
合
合
調
調
調
合
合
合
合
調
調
合
合
合
合
金
調
調
合
合
合
調
調
合

L

L

L

L

L

L

よ

よ

よ

よ

よ

よ

人
人
人
人
人
人
人
入
明
明
明
明
明
明
敏
敬
敬
敬
敬
敬
立
立
立
立
立
立

美
英
美
英
美
美
英
美
塘
聡
聡
聡
聡
胎
愛
愛
愛
愛
愛
愛
気
気
気
気
気
気

ル ー ル の 印 刷

(1.1.00)

(1,1.00)

2ト【7名盟課

せ
感
)
)
)

幸
子
oo
oO
oO

高
い
1
.
1
.L

最
良
1
.
1
.
1
.

た
い
感
際
際

し
な
予
交
交

.
し
い
い
い

良
軽
軽

n
V

∩
)

0

0

1

1

1
0

1

rl
r
nut
nH~日日

感

隈
の

.tI.
墨

…

提

削lo.

う
い
せ
意

合
な
合
決

【
ゎ
子
れ

請

:
合
調
別

(2.1.00)
(1,1.00)

感
際
ー

予
交
oO

＼
＼

●

lYIV1
良
軽
N
'

束
た
い
際

的
し
な
交

回

.
し
い

ー｢■1日u

l■ー■Hu

o

0

o

0

1

1

'
ー

'

1
n
V
1

nHーtLl
nuHU
nJHL

意

感

.t

g:.;
う
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感

感

…
措

う
い
せ

合
な
合

,,
]
)
]

T

明
敏
し
束
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ト
し
い
故
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愛
よ
的
し

な
特
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訪

山
合
調
詣

l
L
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明
敬
卜
_㌧

し

聡
愛

よ

l
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立

II
II

うー

合 わ
調 子
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表 2-2

XpertRule

1

2

3
4

5

6

7

8

9

∩
V
I

2
3

4

5

6

78
9

0
1

2

3

4

5

6

1

･1

1
1

一
l

･l
1

11
l
I
2
2

2

2

2

2

2

表 2-3

ⅩpertRule

1
2
3
4
5
6
7
8

9
0
1

2

3
4
5
6
7
00
9
0
1
2
3
4
5
6
7

1
1
1
1
▲I
1
1
1
l
1
2
2
2
2
2
2
2
2

のは構造化プログラミングを提唱したダイクスト f.知識獲得モデルの基本

ラである｡断片的知識の有効性を信頼して,意味 先にみた知識構造は,従来人間の頭脳ワークで

のある領域の設定と各領域を適宜関係付けて行う あるから,頭脳の中の存在でしかないものである

総合判断は,知識構造の信頼を増すことになる｡ が,陽表化することは難しいことであったので,
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表 2-4

は つ .
Ft-)､
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る
る

あ
あ

で
で
る

:
rJ
::

探
ま
た

は
削
し

佳
作
は

密
手
羽

相
和
允

従 っ て 約 rJとは 克ifrZiや'-せ

縄 密 度 は 進 展 な し で あ る
且 つ ､ 相 手 特 徴は 気 立 よ し で あ る
且 つ ､ 話 は 合 う で あ る

従 っ て 結 果 は 良 い 予 感

人間,それもエキスパー トにしか属さない秘術と

思われてきたのも無理からぬことである｡

現在では,人工知能論が発展の途にあり各種の

応用ソフトも実用の段階に入ったと言えよう｡そ

こで,業務知識について考察することにする｡各

種の業務知識は,モヤモヤしたイメージで業務主

担当者の頭脳に宿るのが,通常である｡

業務知識として使えるとか支えないとか,彼の

業務判断は真である,あるいは偽 りであるとか,

問題になり,業務知識は論理性が問われることに,

基本的特徴があることが理解できる｡

論理性を正確に問うには,言葉になっているこ

とが,肝心である｡

論替性,つまり真偽を正確に評価出来るように

した言葉とは,視点が明確なことである｡

視点が明確である言葉とは,先の知識ルール構

造の分析で使った,ルールを再び用いて例示する

ことにしよう｡

･プロダクションルールの対象は,男女のデー ト

･男女のデー トを属性,美人から見て,そのの属

性倍は,yes,no,1番目の視点である

･男女のデー トを属性,カー ドで見て,その属性

値は,あるとない,2番目の視点である

･男女のデー トを属性,しゃれ店で見て,属性値

は,あいている,あいてない,第3の視点であ

る

･男女のデー トを属性,親密度で見ると,属性値

は,深まる,脈なし,第4の視点である

こうなると,単なる言葉を越えた,業務知識の

形成の基本方式である｡これを基に,先に導出し

た図式的なツリー構造が,眼前に姿を見せること

になる｡

そして,これらの属性,属性値と事実の関係か

ら,知識ルールを形成するモデル,すなはち,帰

納推論による知識獲得の実践化を後にみることに

する｡

g.経験に基づ く知識ルール化能力強化

前項で,視点を明解にして,業務知識化の基本

的な分析を試みた,本項では,さらに実戦的な課

題を設定して,帰納的推論システム構築の準備を

しておくことにする｡

企業に3, 4年も勤務すると担当業務は当然と

して,周辺の業務についてもかなりの程度なじん

でくるのが,人間の優れた能力である｡

人間の知識形成は,業務を遂行中時に応じて考

える,自主的知識形成である｡不明な点は,業務

マニュアルがあれば,不備な場合にはベテランの

先輩諸氏に質問して知識習得をはかる,受動的知

識形成である｡

自主的知識形成には,経験,勘,それと前項で

触れた視点形成による知識形成の方式である｡そ

して,この三者は,相互に補強的である｡成功体

験や失敗体験が豊かであると,"ha!"と気づ くこ

とが多くなるものである,勘が冴えてくると,視

点形成に鋭さが出て,発見力が高まる傾向が出て

くるものである｡

視点形成による知識形成に経験を積めば,自信

がつき,経験知識の整理体系化がなされ,経験知

識データの豊富さから,関係知識が芋づる式に発

想されるようになり,帰納推論 も上手くなる｡

さらに関係知識が増し,帰納推論が上達するに

連れて,勘が益々冴えてくる,さらに視点形成が

強化されてくる｡
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このような刺激連鎖関係をスパイラルな依存関

係 と呼ぶことにしよう｡

現在では,知識化のスパイラル連鎖を支援する

ために,エキスパー トシェル,例えば,さきに紹

介した

ⅩpertRuleProtoTyper,大創玄等の人工知能

ソフ トは,パソコンでも作動するので,これから

能力形成すべ き重要な分野である｡

(文献資料1,8参牌)

以下 に

ⅩpertRu leProtoTy per による基本的な,経

表 3-1

XpertRule
1 2

課 祖 名

買 い 場 懐 具 合
4

果結

貿投株
3
クス一ノ

168

験的事実 とそれらの属性,属性値 との把握 と簡単

な推論の仕方を見ることにする｡

5 時短のためのルール構造の設定

一般的に,業務構造は対象性が保証されない｡

つまりバィナ ))なツ))-構造等は例外中の例外で

あるが,新 しい発見のためには対象性を構造設定

に強制的に持ち込むことが重要であり,設定され

た構造が非対象であれば,対象化の方向に新ルー

ルを追加することにより業務構造の改善が達成さ

れることは多々あるのが確認されてきた｡

属 性 の 数 : 3
5

1 Y E S 十 分
2 NO 少 々
3
4
5
6
7
8

大
小

万
万
万
万
万
万
万

千
百
百
百
百
百
百

1
4
5
1
6
ワ】
3
0

9
10
ll
12
13
14
15
16
17

く FIO-ヘ ル プ 表 示 ESC-メニ ュー表 示 〉
New Change Delete Value
dlctlonary 【On 】

表 3-2

XpertRule
1 2

謀 題 名

買 い 場 懐 具 合

4
果結

貿投株
3
クス

F2でWhy-textの表 示ON/OFF
Text Why-text Print

判 断 例 の 数 : 8
5

く

t

I
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

W
ど

l
1
1
1
1
1
1
1

e
0

N
S

分
分

々
々
分
分
々
々

十
十
少
少
十
十
少
少

S
S
S
S

E
E
EE
0
(U
0
0

Y
Y
Y
Y
N
N
N
N

小
大
小
大

小
大
小
大

万
万
万
万
万
万
万

千
百
百
百
百
百
百

1
4
5
1
6
2
3
0

Flo-ヘ ル プ 表 示 E SC-メニ ュー 表 示 〉

Change Delete Mark
Print import Export
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表 3-3

XpertRule 謂 指 名 様相 幣 ル ー ル サ イ ズ 15 ノ ー ド

1 YTl'い JL1

5 t I L- .･.･･-

7 1 :
8 1 ｣-
9 l N 0: 傾 ,Eも金U● lJY7-号Ej

1 卜 ~

I L-

:- ~~

10
ll
12
13
14
15

I
)

lヽ′)

0
0

0
0

0
0

∩)
0

1
1

1
1

1
1

1
1

万
万

万
万

百
千

百
百

4
1

1

5

大
小

大
小

0
∩)

0
0

0
0

0
0

=
r;

rZ
r=

1
1

1
1

nHJH
nH一u

h=JJUnH-U

万
万

万

百
百

百

2
6

0
3

大
小

大
小16

17
18
19

Induce Print export iMport

以上のような視点から,これらの業務において

新たに実現すべき構造,既存の構造を見直し,点

検して業務のルール構造を改善すべき構造に分け

て検討することにする｡

①新業務発見のためのルール対象構造

かなり乱暴な事例であるが,ある人物が株の投

資をするかどうかの判断に際し,1番目の属性,

買い場,属性値 YES,NO

2番目の属性,金十分にあり,属性値YES,NO

3番E]の属性, リスク,属性値大,小

表 4-1

XpertRule 課 項 名 人弔 考 課
1 2 3

評 価 点 界 格 点 楠 過 し方 結 果

〉 く F9-ル ー ル の プ ロ フ ィー ル 〉
eDit Veriry pRune

.

.

.
∫

.
≡

.

I
H

壬

.

.
p

-
i

であるとすれば,表313のような対称的なルー

ル構造が策定可能である｡

しかしこのような事例は希であるが,このよう

な事例を逆手に取って,新ルールの発見探索に利

用する知恵が生まれてくる｡

表4は,昇格人事を模式化し,単純化したもの

であるが,新ルールの設定の基本的接近法を教示

するには十分である｡

1番目の属性,人事考課点,属性値高い,低い

2番目の属性,昇格,属性値させる,再度機会与

属 性 の 致 : 3
5

1 席 い
2 低い

3

4

5

6
7
8
9
10
ll
12
13
14
15
16
17

させ る 大

次 回 か な I_)
見 合 わ す ま ず 々

降 格 当 た り 前

進
進
椙

招
待
特
昇

抜
階
階
陪

大

3
2

1

bl
M
M
M
cl
蛇
が
qL,dl
舵
舶
朗

くF10-ヘ ルプ 表 示 ESC-メ ニ ュー 表 示 〉
New Change Delete Value
dictionary ton ]
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表 4-2

XpertRule 課 題 名 人 事 考 課
1 2 3

評 価 点 昇 格 点 検 過 し方 結 果

判 断 例 の 数 : 16
5

く

t

l

りん
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

W

r

l
i
l
一1
l
-1
1
1

e
0

N
S

高

市
高
高
高
高
高
高
低
低
低
低
低
低
低
低

さ せ る

す
す
す
す

る
る
る

わ
わ
わ
わ

せ
せ
せ
回
回
国
図
台
合
合
合
格
格
格
格

さ
さ
さ
次
次
次
次
兄
見
見
見
降
降
降
降

進
進
楕

摺
特
特
昇

抜
階
階
略

大

3
2
1

b

l

M
bn
M
el
朗
が
qo
dl
朗

朗

舶

前

節

前

前

hリ
々
hリ

n
ノ
々
n
ノ

n
ノ
々
n
ノ

n
ノ
々
り

な

ず
た

な
ず
た

な
ず
た

な
ず
た

大
か
ま
当
大
か
ま
当
大
か
ま
当
大
か
ま
当

Flo-ヘ ルプ表 示 ESC-メ ニ ュ ー 表 示 〉

Change Delete
Print 工mport

Mark
Export

expand

170

表 4-3

XpertRule

1
2
tr･4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

8
9
0
1

1
1
1
1
.I
1
l
1
1▲
1
2
2

せ
検
さ

点

l

格

:

次

わ

降

I
.'

I
I
L]
･･

II
t

る
.
(._
I..J
回
ト
ト
..
..
す
.
Li
.汁
.I格
に.汁
..､

ll
TT

I
A
II
iL

I
J
I
II
l
J
I

課考辛人名喝課

0
0
0
0

0
0
0
0

1
1
1
1

1
1
1
1

nJl
rH■u■HJUh‖JHU

進
進
格

摺
特
特
昇

抜
階
階
階

大

3
2
1

大

り

々
前

方

(
な
ず
り
方

し

叫
か
ま
た
し

過

…
.
.
当
遇
-- -一 大 :b1
- か な り:b2
- ま ず 々 :b3
当 た り 前 :b4
過 し 方
一一一一一 人 :C1
- か な り.'C2
- ま ず 々 :C3
当 た り 嗣 :C4
過 し 方
----- * :d1
- か な り:d2
- ま ず 々 :d3
当 た り前 :d4

える,見合わせる,降格させる

3番目の属性,過し方,属性値大,かなり, まず

々,当たり前とする

であるとして,事実が存在しないものについては

記号を配置しておくことにする｡

この記号は,二つの意味があり,その一つは別

の機会に詳細に検討すること,いま一つは現在設

定しなければ,不都合がますので発見し埋めるべ

き事項の特定をしたことを意味する場合である｡

この二つ目が,帰納推論を活用したルール構造の

発見である｡これからの新業務ルールの設定要領

ルールの印刷

(1,1.00)
(1.I.00)
(1,1.00)
(1,1.00)

(1.1.00)
(1.1.00)
(1.1.00)
(1,1.00)

(1,1.00)
(1,1.00)
(1,1.00)
(1,1.00)

として活用されたい方式である｡

②在来業務改善のためのルール構造

将来の起こるべき事態を,全て予見して発見す

るための対象構造をあらかじめ設定して,残 りは

求められる時点で,穴埋めする等は不可能である

として,現在の事実を重視して,あるべき属性,

それに関わる属性値を適当に設定して,ルール構

造を,その場で構築するや り方でいく｡

この限りでも,機械による帰納推論は,我々に

従来以上の知識を与えてくれるとする立場が,機

械推論活用楽観派である｡
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表 5-1

XpertRule
l

居 飛

長野大学紀要 第14巻第 2号 1992

課 複 名 評 価 1 属 性 の 数 : 6
2 3 4 5 6

父 串 依 頼 親 し さ 影 響 力 父 へ 手 伝 父 相 談 者

3
7

果

集

結

結

1 特 大
2 大
3 特 無
4

極 て 可能 特 大
可能 普 通
無 理

特 大 よ く す る 親 身
か な り た ま に 友 人
壬旺

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

く FIO-ヘ ル プ 表 示 ESC-メ ニ ュ- 表 示 〉
New Change Delete Value
dlctionary ton 1

この立場で,図の2の枠組みにそって,非対象

ながら実戦的ルール構造の設定及びルールの精練

化の進め方を検討して置くことにするO

表1-1から表 1-4は,先に提出したプロダ

クションシステムの説明ようの例題であるがこの

ルール構造は非対象である｡

表 5-2

XpertRule

1
2
5
4
5
6
7
8
9
0
-
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

愚 弟

大
大

大
大
大

大

腰
無
頼
大
大

無
舛
大

大
無
無
大

特
特
大
特
特
特
大
特
大
特
特
特
特
特
大
特
特
特
大
大
特
特
特
特

課 題 名 評 価 1

父 車 依 頼 親 し さ

大
大
通
大
大
通
大
大
大
通
通
通
大
通
通
通
過
大
通
大
大
通
適
適

特
特
晋
特
特
晋
特
特
特
普
普
普
特
普
普
晋
普
特
普
特
特
背
普
普

能

能

能

能

離

可

可

可

可

可

理
で
能
て
能
能
能
で
能
理
理
て
理
理
理
理
理
能
能
て
理
理
理
理

無
極
可
極
可
可
可
極
可
無
無
極
無
無
撫
無
無
可
可
極
無
無
無
無

無 知 人

1
2
3
4
5
8
7
8
9
∩リ
ー
2
3
4
5
6
7

1
1
1
1
1
1
1
1

0

0
0

5

4
3

P

P
-P

0
0
0

F2でWhy-textの 表 示ON/OFF
Text: Why-text Print

この属性,属性値,結果を表3-1のように設

定し,事実を表 1-2のように入力すると,前述

のⅩpertRuleProtoTyperは,表 1-3のよう

にツリー構造を自動的に作成する｡そして,親密

化はどうかに対して,なった と答え,デー ト終

わりかに対して,終わり と答え,カー ドはに対

して ある と答え,しゃれた店に入るかに対し

判 断 例 の 印 刷

影 野 力 父 へ 手 伝 父 相 談 者

無

た

た

よ

よ

た

た

よ

無

無

た

た

無

無
無
無

よ

よ

よ

よ

無
無
無
無

れ
ノ
n
ノ

n
ノ

n
ノ

n
ノ
れ
ノ

hリ

大
大
大

な

な

な

な

大
な

な

大

大

な

無
特
特
特
無
無
無
か
か
無
無
か
無
か
特
か
か
特
無
無
特
無
無
か

る
る

る

に

に
す
す
に
に

す

に
に

ま
ま
く
く
ま
ま
く

ま
ま

る
る
る
る

す
す
す
す

く
く
く
く

人
人
人
身
身
人
人
身
人
人
人
身
人
人
人
人
人
身
身
身
人
人
人
人

友
知
知
撹
親
友
友
親
友
友
友
親
知
友
友
知
友
親
親
親
友
知
知
知

0
0
0
0
0

0

0
0

0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

4
5
5
5
5

5

5
5
4
4
4
4
5
5
3
3
4
5
3
3
5
3
3
5

果

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p

結

O
o
o
o
o
o
o
O
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o



山本尚志 時短のための帰納推論

表 5-3

XpertRule

1
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4
5
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5
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事
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o
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父
極

P
P
事

て

l

o
o
父
棲

…
】
【

伝
る
に
無

いしま

ル ー ル の 印 刷

5 0 (4,1.00)
5 0 (3,1.00)
依頼
可能:(不 足 ) (0)
可能: 0 P 5 0 (2,1.00)
無理:父相言炎者

卜一一一一一親身: (不 足 ) (0)

卜--- 友人:0 P 4 0 (1,1.00)
一一一---知人:0 P 5 0 (1.1.00)

o
o
頼
能
能
理

3
5
依
可
可
無

(2,1.00)

(2,1.00)

(不 足 ) (0)
OP 4 0 (1,1.00)
OP 3 0 (1.1.00)

て 入る と答えると 結果は食べる すなはち,

彼女はグルメを食べると推論できる構造ができて

いることを示している｡

表 2-1から表 2-4は,表 1-1と表 1-2

の属性,属性値,結果とそれに関わる事実に変え

て,少し実際にありそうな場面設定にして,表 2

-4に見るように,帰納推論の妥当性を点検する

狙いとした｡

表 6-1

XpertRule
l

恩 発

1 特 大
2 人
3 特 無
4
5

課 題 名 評 価 2

2 3 4
父 串 依 頼 父へ手 伝 家 族 数
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表 5-1から表5-3は,日本人の風習である

お中元,お歳暮等の贈答行為の評価基準の設定,

見直しを通じて,贈答ルールの再構築の要領を点

検するためである｡

基準設定を明確にすると,表6-1から表 6-3

のようになり,ルールの適用に迷いがなくなり,

意思決定がしやす くなる｡業務遂行に際し迷いを

断つことはルール構造に依拠することである｡

極 て 可 能 よ く す る 5人 以 上 O P 5 0
可 能 た ま に 4人
無 理 無 3人

2人
1.人

6
7
8
9
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16
17

く FIO-ヘ ル プ 表 示 ESC-メ ニ ュー 表 示 〉
New Change Delete Value
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表 7-1

XpertRule 課 甥 名 運 搬 効 率 属 性 の 数
1 2 3 4 5

運 搬 rrll敷 レ ア ウ ト 装 置 改 良 r_程 改 酋 受 渦 管 理 結 果

結 果 : 6
7

1 減 ら す 改 酋 全 部 取 換 管 理 切 替 入 出 自 動 時 短 500/M

2 変 わ ら ず 作 り替 え l部 取 換 難 点 克 服 無 人 運 転 時 短 400/M
3
4
5
6

変 え ず 換 え ず 手 待 削 減 情 報 精 度 時 短 35 0/M

手 直 削 減 時 短 300/M

時 短 250/M

時 短 200/M
7
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ll
12
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表 7-2

XpertFLule 課 喝 名 運 搬 効 率 判 断 例 の 数 : 16
1 2 3 4 5

運 搬 回 数 レ ア ウ ト 装 置 改 良 工 程 改 善 受 渡 管 理 結 果
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表 7-1から表 7-4は製造現場における運搬 紙面の関係により表記のようにした｡

作業時間短縮を意図した改善ルール構造の基本形 ルール構造の設定による,運搬管理の合理化の

である｡実際は,属性の数も多く,属性のイメ一 手がかりとしての討議資料を意図した｡

ジは具体化されていなければならない｡ここでは,
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表 7-4

工 程 改 善 は 手 待 削 減 で あ る
且 つ ､ レ ア ウ トは 作 り替 え で あ る
.Flつ . 装 置 改 良 は 1部 取 襖 で あ る

従 っ て 結 果 は 時 短300/M

表 8-1

XpertRule 課 題 名 転 換 1
1 2 3

iff喝 形J/成 販 促 財 採 算 性
6

4

硝
5
相

性

糸

屑
4

クス

結 果 : 7
7

1 極 難 し い 特 化 可能 高 い
2 難 し い 特 化 不 能 低 い
3 可 能
4 易 し い
5

大
小
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8
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1′1
15
16
17
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課 題 名 転 換 l 判 断 例 の 印 刷
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表8- 1から表8-3はある社の支援業務を,

直接に収益を上げる事業として業務転換する討議

資料である｡

このような検討が,表 9- 1から表9-3のよ

表 9-1
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表 9- 3

XpertRule

1
2
3
4
5
6

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
1
1
1
1
■l
1
1
l
1
2
2
ウ】
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
7U
3
3
3
3
3
7U

2換転名題課

ク
高

低
財
可
不

ル ー ル の 印 刷

(1,1.00)
(1.1.00)

い : 人 材 登 用 (1,1.00)
い : 社 格 向 上 (1,1.00)

(1,1.00)
(1,1.00)

い : 顧 客 重 視 (1,1.00)
い : 人 材 登 用 (1,1.00)

い : 能 力 強 化 (1,1.00)
い : 顧 客 藍 視 (1,1.00)

登 用 (1,1.00)
ク
高 い : 公 害 防 止 (1,1･00)
低 い : 能 力 強 化 (1,1.00)

(2,1.00)

視
止

ー
重
防

実
客
害

衝
献
公

ru
∴
ニ

特 化 不 能 :
易 し い : 人 材 登 用 (1.1.00)

表10- 1

XpertRule 課 砧 名 紙 換 3
1 2 3 4

ilJ一喝 形成 販 促 肘 推 進 能 力 採 算 性

血川管材人

6
異土

日

lL)

*

棚
5
"

悼属 結 果 : 7
7

1 極 難 し い 特 化 可 能 極 め て 高 高 い
2 難 し い
5 l･[能
4 易 し い
5

特 化 不 能 か な り高 低 い

6
7
8
9

10
ill
12
13
14
15
16
17

く FIO-ヘ ル プ 表 示 ESC-メ ニ ュ ー 表 示 〉
New Change Delete Value
dlctlonary 【On 1

-55-

減
出
化
視
用
上
止

削
創
強
藍
豊
岡
防

用
益
力
客
材
柏
害

費
利
能
顧
入
社
公

F2でWhy-textの 表 示ON/OFF
Text Why-text Print

178

1
2
3
4
5
dU
7
8
9
0
1
つむ
3
4
5
6
7

1
1
1
1
1
1
1
1



長野大学紀要 第14巻第2号 1992
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表11-1から表11-3は,これまたある社の部, ら新現象を把握する構造がいろいろと試され,質

次長の仕事中毒度を調査する機運が出たときのア 問用紙の設計時間が,かなり節約されたと聞いて

ンケ- ト設計にルール構造を事前設定し,これか 別途試みたものである｡
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山本尚志 時短のための帰納推論

6 結 び

以上から,これからの業務革新の現場において

機械推論を試みる際の基本的接近法は

･ 望ましい業務構造の設定

･ 現状の業務構造の把握

･ 現状打破するための属性の抽出

･ 上記属性別の各値群の設定

･ 事実からの結果の抽出

･ 事実関係の把握

･ 実戦的ルール構造のサイズイメージ想定

･ 上記関連事項の機械推論シェルへ入力

･ 機械推論の実施

･ 結果の検討

のように整理される｡いろいろな現場で,実施 し

た効果の第 1は,コミュニケーションギャップの

早期解消である｡

(やまもと ひさし 教授)

(1992.7.1受理)
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